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茎言鵡曇繍ざ

　

育苗期間中は、 天候の変化が激しい時期です。 近年の育苗期間は気温
が高い傾向があるので、 ハウス内が高温にならないよう早めの換気と的
確な水管理を行い、 活力の高い苗に仕上げましょう。

１１ 育苗管理１ ～早めの換気で、 ハウス温度を上げない～

樹．繊細劾割一 期。 燭

　　　　　

・５月１５日植えの育苗日数 （播種日～田植日） は１９日です。
密苗は老化苗にならないよう計画的な作業を心がけましょう。

浸種日 催芽日 播種日 搬出日 田植日 育苗日数
一般苗 ４月７ ４／２４ ４／２６ ４／２９ ５月５ １９日

密苗 ４／２１ ４／２７ ４／２９ ５／２ ５月５ １６日

浸種

　　

・浸種袋の色分けやラベル付けで、 品種の区分管理を徹底しましょう。

　　　　

・浸種期間は十分確保 しま しょう （目安：７～１０日程度）。
・浸種時の水温は１０～１５℃を保ちま しょう。
・浸種から３日程度は、 水の交換をしないでください。 その後は２日むこ

１回程度水を交換しましょう。

催芽、播種 ・ 催芽及び出芽時に「育苗器」を使用する場合、温度は３００Ｃを厳守しま

　　　　　　

しょう。 事前にサーモスタットや温度計を確認 しま しょう。
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・ 播種量は、１箱当たり乾籾で１２０ｇ（催芽籾１５０ｇ）程度としましょう。

搬出

　　

・ ハウスの搬出直後は、 土が落ち着くまでしっかり水をかけま しょう。

　　　　

・ 被覆資材は緑化後に速やかに外しま しょう （搬出２～３日後が目安）。

ハウスの温度管理
・育苗ハウス内の温度は下表を参考に、 搬出直後から換気に注意し、

　　　　　　

ハウス内が３０ｏＣを超えないようにしましょう。

　　　　　

・夜温が１０℃以下と予想される場合はハウスを早めに閉めま しょう。

　　　　　　

苗 の ステ ー ン

　　

出 芽 期

　

緑 化 期

　　

硬 化 期

　　　

日差しが差し込むと、 急激

　　　　　　　

育 苗 日 数

　　　　

３ 日

　　

２ ～３ 日

　

１３ ～１５ 日

　　

にハウス内温度が上昇する

　　　　　　　　　　　　　

届

　

３００Ｃ

　　　　　

２５ｏｃ 以 下

　　　　　

ため、 早 湖こ換気を行いま

　　　　　　　

温 度

　　

麦

　

３ｏｏｃ

　　　

Ｉｏｏｃ 以 上

　　　

しよぅ！

１２ 苗箱施薬剤の散布 １～除草剤と間違えないよう、散布前に確認する～

・一般栽培の品種 （「コシヒカリ」、「てんたかく」、「てんこもり」、「業元桓珠割 など） には

　

「ヨーバルブライ ムＥＶ箱粒剤」 を使用 しま しょう。
・「富富富」の苗箱施薬剤は一般品種用と異なるので、「富富富」特報を参考にして

　

下 さ い。
・水稲育苗後に育苗ハウスで野菜を栽培する場合、は種時（覆土前）の処理やハウ

　

ス内での散布は行わないでください。

苗箱施薬剤 栽培法 使用方法

ヨーバルブライムＥＶ箱粒剤
一般苗 ・は種時 （覆土前） ～田植当日

　

１箱当たり５０ｇ散布

密苗 ・は種時（覆土前）～田植当日１箱当たり５０～ｌｏｏｇ散布
※ｌｏａ当たりの施用量がｌｋｇとなるようにしましょう。

１３ 耕起・代かき １ ～均平に努め、 除草剤の効果を高める～
（耕起）
．耕起作業は、 ほ場が乾いた状態でゆっくり起こし、 作土深を１５ｃｍ以上確保しま

しょ う。
・作業速度を落とすとともに、 ロータリの回転も低速 （ＰＴＯＩ速） にして、 ていね

いに作業を行いましょう。
（代かき）
・代かきは浅水で稲わらをしっかりすき込むとともに、 ほ場の均平に努めましょ

　

う。 浅水で行うことで、 一発肥料の被覆殻の流出防止にもつながります。
・代かきは田植えの２～４日前に行ってく ださい。
・代かき後の濁り水は、 ほ場外に流さないでください。 また畦畔沿いに吹き寄せ

　

られたワラなどの浮遊物は除去しましょう。

　　　

トラクタ作業後、 道路に落とした泥の塊は早急に片付けましょう！

１４ てんたかくの肥料１～早生用の肥料が変わります～ ‐．‘
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．ＪＡみな穂のてんたかく用基肥－発肥料は本年度から、 ょり環境へのｉ電蟹言
影響が少ない 「エゴ早生専用」（Ｎ‐Ｐ一Ｋ

　

２４‐６‐１６） に変わります。

．隻審議準そぎ雀躍≦憩 舗 凧 卿で・諏蔓雫璽
【参考施肥量】

　

エゴ早生専用

　

ｌｏａ当たり３８～４２ｋｇ

１５ 農作業安全１～農作業事故ゼロをめざして！～

・春はトラクタでの作業が多くなる時期です。 農作業における死亡事故の多くは、
トラクタの転倒です。余裕を持った作業計画で、安全確認を怠らず、作業や移動
走行は慎重行いま しょう。 安全フレーム付きのトラクタを使用 し、 シー トベルト

・ロータリ等の作業機を装着したトラクタが公道走　　　　

　　

　 　行するには、 法令上のルールがあります。 詳しく

は農林水産省や日本農業機械工業会のＨＰでご確
認く だ さ い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

緋本水産省ＨＰ 日本 韻 醗携機工 業ミＨＰ

　

春の農作業安全運動 （令和７年３月１日～５月３１日）

★ＪＡみな穂では、 メールやＬＩＮＥで営農情報を配信しています。

　

以下のＱＲコードを読み込み、 案内に沿って手続きして下さい。

ＪＡみな穂営農センター

　

ＴＥＬ７′ｌ ４４０

　　

中央支店経済課

　

ＴＥＬ７ ５３７９

　　

西部支店経済課

　

ＴＥＬ７２－１１６２

南部支店経済課

　

ＴＥＬ７８－１１６７

　　

新川農林振興セ ンター 農業普及課 ＴＥＬ５２‐００９４

【配信される主な内容１

　　　

園
◎ ◎

・ 営 農 メ ー ル ： 水 稲 栽 培 情 報、 気 象 ・ 災 害 情 報

　　　　　　　　

トト・ＬＩＮＥ：：”；：

．Ｌ工ＮＥ：稲 作 管 理 特報 な どの 各 種 特 報

　　　　　　　　　　　　

◎ｌｌ１；報ｉ１……ｌｉｉｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

営 農 メ ー ル

　　　　　

Ｌ工ＮＥ


